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各
か く

種
し ゅ

工
こ う

業
ぎょう

の分
ぶ ん

布
ぷ

16

工業の種
しゅ

類
るい

によって，製
せい

品
ひん

を生
せい

産
さん

する工場などの分布にちがいが見られます。
製鉄所（鉄

てっ

鋼
こう

工
こう

場
じょう

）や石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートなどの分布を見ながら，それぞれ
の産業がさかんな地

ち

域
いき

を確
かく

認
にん

していきましょう。

分布傾向のちがいに注目しよう！

•  製鉄所…太平洋ベルトの沿岸部に集中
•  石油化学コンビナート…太平洋ベルトの沿岸部に集中
•  自動車工場…沿岸部だけでなく内陸部にも立地
•  半導体工場…広く全国に分布
•  セメント工場…石灰石の産地の近くに集中

ポ イ ン ト

•  工場などの分布を示
しめ

した日本地図が示され，何の分布を示した地図かが問われます。

入試ではここが問われる！

製鉄に必
ひつ

要
よう

な鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

や石炭を大
たい

量
りょう

に船で海外から輸
ゆ

入
にゅう

し，重くて大き
い鉄製品を主に船で輸送するため，大
きな高

こう

炉
ろ

のある製鉄所は太
たい

平
へい

洋
よう

ベルト
の沿
えん

岸
がん

部
ぶ

に集中しています。鉄鋼業は
愛
あい

知
ち

県・兵
ひょう

庫
ご

県・【2】県などでさか
んですが，太平洋ベルトからはなれた
【1】市（北

ほっ

海
かい

道
どう

）にも製鉄所は位
い

置
ち

しています。また，北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市（福
ふく

岡
おか

県）には，明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に操
そう

業
ぎょう

を開始し，
日本の重化学工業の近代化に大きな役

やく

割
わり

を果
は

たした官
かん

営
えい

の八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

の流れ
をくむ製鉄所があります。
石
せき

油
ゆ

精
せい

製
せい

工
こう

場
じょう

や石油化学工場などが集中する石油化学コンビナートは，原
げん

料
りょう

となる石油を船で輸入するため，製鉄所と同様，太平洋ベルトの沿岸部に集中し
ています。東

とう

京
きょう

湾
わん

に面した【2】県や神
か

奈
な

川
がわ

県に多いなど，所
しょ

在
ざい

地
ち

の傾
けい

向
こう

が製
鉄所とやや似

に

ていますが，鉄鋼業がさかんな愛知県や兵庫県には石油化学コンビ

ナートは立地していない，といった特
とく

徴
ちょう

があります。
自動車工場も太平洋ベルトに集中していますが，沿岸部だけではなく，内

ない

陸
りく

部
ぶ

にも数多くの工場が立地しています。日本で自動車生産が最
もっと

もさかんな都市で
ある【3】市（愛知県）は，海に面していません。また，関

かん

東
とう

地方の内陸県であ
る埼
さい

玉
たま

県や【4】県でも，自動車生産がさかんです。

製鉄所の所
しょ

在
ざい

地
ち

2011年　日本鉄鋼連盟資料

北九州
きゅうしゅうきた

【1】

2010年　石油化学工業協会資料

東京湾の沿岸
わんきょうとう がんえん

【2】県

石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートの所
しょ

在
ざい

地
ち

2011年　日本自動車工業会資料

【3】

自動車工場の所
しょ

在
ざい

地
ち

半
はん

導
どう

体
たい

工
こう

場
じょう

の所
しょ

在
ざい

地
ち

2011年　セメント協会資料

セメント工場の所
しょ

在
ざい

地
ち

2011年　産業タイムズ社資料

Ｉ
アイ

Ｃ
シー

 （集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

）などの半
はん

導
どう

体
たい

製
せい

品
ひん

を生産する工場を半導体工場といいます。
半導体工場は太平洋ベルトだけでなく，九

きゅう

州
しゅう

地方や東
とう

北
ほく

地方など，広く全国に
数多く立地しています。小

こ

型
がた

・軽
けい

量
りょう

で高
こう

価
か

という製品の特
とく

性
せい

上
じょう

，トラックや飛
ひ

行
こう

機
き

での輸送に便
べん

利
り

な【5】沿
ぞ

いや空港の近くに多くの工場があります。
セメント工場は主原料となる石

せっ

灰
かい

石
せき

の産地の近くに集中しているのが特徴で，
埼玉県・【6】県・福岡県に数多く立地しています。
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伝
で ん

統
と う

工
こ う

業
ぎょう

と特
と く

色
しょく

ある工業17

近
きん

代
だい

以
い

前
ぜん

から伝
つた

わってきた，すぐれた技
ぎ

術
じゅつ

から生み出される手作りの製
せい

品
ひん

を
伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

といい，材
ざい

料
りょう

や制
せい

作
さく

方
ほう

法
ほう

に地
ち

域
いき

の特色が見られます。また，伝統
的工芸品をつくる工業を伝統工業といいます。この地域的特色を見ていきましょう。

主な伝統的工芸品と産地について覚えよう！

•  陶磁器…九谷焼（石川県），伊万里・有田焼（佐賀県）
•  漆器…輪島塗（石川県）
•  織物…西陣織（京都府）

ポ イ ン ト

•  日本地図に伝統的工芸品の産地が示
しめ

され，それについて述
の

べた文を組み合わせる問題
が出されます。
•  地場産業の統

とう

計
けい

（都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

別
べつ

生
せい

産
さん

割
わり

合
あい

）が示され，その地場産業の行われる地域を地
図から選

えら

ぶ問題が出されます。

入試ではここが問われる！

種類 産地と品名

陶磁器
九
く

谷
たに

焼
やき

（【2】県），瀬
せ

戸
と

焼
やき

（【4】県），信
しが

楽
らき

焼
やき

（【5】県），
伊
い

万
ま

里
り

・有
あり

田
た

焼
やき

（【7】県）

漆器 輪
わ

島
じま

塗
ぬり

（【2】県）

織物 桐
きり

生
ゅう

織
おり

（【3】県），小
お

千
ぢ

谷
や

ちぢみ（【1】県），西
にし

陣
じん

織
おり

（【6】府
ふ

）

染色品 京
きょう

友
ゆう

禅
ぜん

（【6】府）

主な伝統的工芸品の種類，産地と品名

主な伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

南部鉄器
てっぶなん き

岩手県
ていわ

大館曲げわっぱ
だておお

秋田県
たあき

天童将棋駒
しょうどうてん ぎ こま

山形県
がたやま

小千谷ちぢみ
やぢお

【1】県

西陣織，京友禅
おり きょうゆうぜんじんにし

【6】府
ふ

伊万里・有田焼
り あり た やきまい

【7】県

桐生織
おりきりゅう

【3】県

土佐和紙
わ しさと

高知県
ちこう

琉球びんがた
きゅうりゅう

沖縄県
なわおき

輪島塗
ぬりじまわ

【2】県

九谷焼
やきたにく

【2】県

瀬戸焼
やきとせ

【4】県

信楽焼
やきらきしが

【5】県

42ページ　自動車工場の所在地関連42ページ　製鉄所の所在地関連

経
けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

省
しょう

によって，全国で 200以上の品が，伝統的工芸品として指定さ
れています。種

しゅ

類
るい

別
べつ

に見ると，主なものに，陶
とう

磁
じ

器
き

・漆
しっ

器
き

・織
おり

物
もの

・染
せん

色
しょく

品
ひん

など
があります。陶磁器は，土や石を原料とし，かまで焼き上げる器

うつわ

のことです。漆
器は，おわん・おぼんの木

き

地
じ

に，うるしを何度もぬった器です。織物は糸を織
しょっ

機
き

にかけて織った布
ぬの

のこと，染色品は布を染
そ

めて色をつけたもののことです。

近
きん

代
だい

以
い

降
こう

生まれた工業にも，特定の地域に根ざしたものがあります。特定の地
域に根ざした工業のことを，伝統工業もふくめて，地

じ

場
ば

産
さん

業
ぎょう

と呼
よ

びます。この
地域といえばこの製品といえるような特色のある製品を覚

おぼ

えておきましょう。

金属洋食器（スプーン・
フォークなど）

ぞくようしょっ ききん

【1】県

めがねわく（フレーム）

【9】県

楽器
がっ き

【8】県

タオル

【10】県

特
とく

色
しょく

ある工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん


